
２200年の時を超えて

▲発掘現場では、繊細で緻密な作業が続きます

▲見てくれる人への気持ちを込めて

弥生時代中期の土偶を発見

令和３年度から４年度にかけて野市町下井で実施した「北地遺

跡」発掘調査では、弥生時代中期の竪穴建物跡などから弥生土器

や石器が大量に出土しました。

■国内でも珍しい弥生土偶
７月７日（木）に行われた記者発表で特に注目を浴びたのは、遺物

包含層から出土した「弥生土偶」です。人の頭の形をした高さ４.６セ

ンチ程の小さな素焼きの土偶で、首から上の部分が出土しました。あ

ごを突き出して上を向き、頭は丸く顔面には目や鼻、口に穴があけら

れ、目の下には入れ墨を表現した4本の細い線が描かれています。

四国内ではいくつかの弥生土偶が発見されていますが、入れ墨が

入った弥生時代中期のものは今回が初めての出土となりました。

■徐々に見えてきた当時の暮らし
その他にも、弥生土器の壺や甕（かめ）、石製の鏃（やじり）や斧、

包丁などが大量に出土しました。石器の中に香川県や関西などでし

か採取できない「サヌカイト」という石材を使った槍（やり）が含まれて

いたことから、この周辺には他の地域と交流を行う弥生時代の集落

が展開していたことが判明しました。

香南市文化財センターでは、北地遺跡から出土した弥生土器や

石器、弥生土偶を現地の写真パネルと共に期間限定で展示してい

ます。この機会にぜひ実物をご覧ください。

やさしい日本語で言葉の壁を乗り越える

▲講座を通して、日本語の教え方を学びました

日本語ボランティア養成講座

７月から開催してきた全４回日本語ボランティア養成講座の最後の

講座が終了しました。講座には３６人のボランティアの方が参加し、１１月

から開設する「こうなんにほんごサロン」に向けて、外国人に伝わりやす

いやさしい日本語について勉強しました。

サロンでは外国から日本に移住をして、言葉や文化の違いに困って

いる外国人のために、やさしい日本語を使ったおしゃべりや文化交流を

行います。香南市では、外国人の方が安心して生活できる地域づくりを

これからも目指していきます。

ヤ・シィパークの玄関で夏花がお出迎え♪
６月２５日（土）、夜須町まちづくり協議会主催の下、早朝７時より

ヤ・シィパークにあるヤシの下の花壇の花を植え替えました。今年は

約３０人が参加し、夏花のケイトウやベゴニア、ニチニチソウ等、全部

で６種類７２０株を植えました。来訪者への“おもてなし”として花壇が

色とりどりの花で覆われました。

当日は昨年１２月に植えたパンジーと雑草の除去、耕起、花植え

と行い、約１．５時間で作業を終えました。夏本番を迎え、来訪者の

目を鮮やかな色で楽しませてくれることでしょう。

ヤ・シィパーク花いっぱい活動

▲まぁ、私にくれるの？と驚いた表情から笑顔に

長生きの秘訣は「むつかしいことは考えんこと！」

８月４日（木）、今年度の市内最高齢者となる今西艶さんのお祝い

が通所介護事業所みかんの里で行われました。今西さんは大正４年

生まれで今年で１０７歳。ユーモアたっぷりに話す今西さんの姿に、お

祝いに参加された方々からは笑顔がこぼれていました。

今西さんのお祝いの様子は、香南ケーブルテレビのご長寿特集番

組「香南市のご長寿さ～ん！」で市内のご長寿さんの紹介とともに放

映されます。敬老の日にあわせ、９月１日（木）から９月末までの放送予

定ですのでぜひご覧ください。

市内最高齢者を表敬訪問

夜須

▲妹のつきのさんも来てくれました！

世界へはばたくスポーツの星

８月１９日（金）、香南市出身のレスリング選手・櫻井つぐみさんが

９月にセルビア共和国で開催される世界選手権を前に、市役所を

訪れてくれました。

櫻井さんは４月開催のアジア選手権、６月開催の全日本選抜選

手権の両大会５７ｋｇ級で優勝。とにかくレスリングが楽しいという櫻

井さんは外国人選手との対戦について「体格やパワーの違いはある

けれど、テクニックを磨いて勝ちたい」と世界選手権への意気込みを

語ってくれました。

香南市出身のレスリング選手が表敬訪問

余震で倒壊するなどの危険性があるかどうかを判定し

ます。被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に避

難した方がいいのかなどを判断するためのものです。

大規模地震発生後は、二次被害の防止・軽減のため建物と宅地の調査を行います。

救命・救急・消防活動と並行してできるだけ速やかに応急危険度判定を行う必要がありますの

で、調査の際にはご協力をお願いします。

地震や降雨等による宅地災害が広範囲に発生した後

に被害の状況を把握して危険度を判定します。

※地震だけでなく降雨災害にも対応しています

使用可能です
立ち入る場合は十分

に注意してください

立ち入るのは

危険です

建 物 宅 地 の調査を行います

いまにしつや

◀注目の入れ墨の入った「弥生
土偶」。弥生時代中期のもの

は四国初となる貴重な発見

です。

文化財センター

での展示は

まで9月30日

大きな地震が

発生したら… と

被災宅地危険度判定被災建築物応急危険度判定

緑（宅地は青）　 黄色黄色黄色 赤

判定結果は３種類のステッカー（Ａ３サイズ）
を建物の出入り口などに貼り付けて表示します

防災対策課　☎57-8501

その他、被災者支援制度
を受けるためには

「り災証明書」が必要
です！

地震発生後、建物に被害があった方は

住家被害認定調査を受けることで
被害程度を証明した「り災証明書」が発行できます。

※申し込みが必要です※申し込みが必要です※申し込みが必要です
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